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６
月
定
例
会
が
６
月
３
日
か
ら
23
日
ま
で
の
21
日
間
の
会
期
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
条
例
関
係
４
件
、一
般
会
計
補
正
予
算
１
件
、

人
事
案
件
１
件
、
動
産
の
取
得
１
件
、
工
事
請
負
契
約
の
締
結
１

件
が
上
程
さ
れ
、
全
員
賛
成
で
可
決
・
承
認
し
ま
し
た
。

　
補
正
予
算
の
主
な
も
の
は
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
関
連
・
子
育

て
世
帯
生
活
支
援
・
飲
食
店
応
援
事
業
・
地
方
創
生
テ
レ
ワ
ー
ク

交
付
金
で
、
予
算
決
算
常
任
委
員
会
・
全
員
協
議
会
を
通
じ
て
審

査
を
行
い
ま
し
た
。

６月定例会の
あらまし

補 正 予 算

歳出 の主な内容

歳入 の主な内容

1億5957万円を増額一般会計（第33号）

※金額は千円以下切り捨て

▲

新型コロナワクチン接種対策費国庫負担金������ 989万円

▲

新型コロナワクチン接種事業������������1937万円▲

子育て世帯生活支援特別給付金�����������1330万円▲

地方創生テレワーク交付金��������������� 1億円▲

飲食店応援事業������������������1961万円▲

認定こども園への移行準備経費����������� 218万円▲

自主防災組織強化施設整備事業等補助金������� 300万円

▲

子育て世帯生活支援特別給付金�����������1330万円▲

地方創生テレワーク交付金（国補助金）��������5000万円

新型コロナワクチン接種状況

接種者数（７月14日時点）
１回目接種者数� 3,249人
２回目接種者数� 2,973人
※�接種対象者数（令和３年４月�
接種券発送時点）� 3,531人

高齢者 町民全体
接種者数（７月14日時点）
１回目接種者数� 4,527人
２回目接種者数� 3,190人
※接種対象者数（接種券発送）
� 10,796人

高齢者のワクチン接種者数の推移（累計）
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昨
年
の
第
一
弾
は
８
０
０
万

円
分
の
ク
ー
ポ
ン
を
配
布
し
、

使
用
さ
れ
た
の
は
約
３
割
の

２
４
０
万
円
分
で
あ
っ
た
。
今

後
、
使
用
率
を
上
げ
る
た
め
の
取�

組
は
。

問　
　
前
回
は
広
報
の
折
り
込
み
配

布
で
あ
っ
た
た
め
、
気
づ
か
れ
ず

使
用
さ
れ
な
い
例
も
あ
っ
た
。
今

回
は
全
戸
に
封
書
で
郵
送
す
る
予

定
を
し
て
い
る
。
今
後
は
執
行
率

を
見
て
対
策
を
考
え
る
。

答� 飲
食
店
応
援
事
業

　
　
竜
王
町
の
交
通
の
便
を
良
く

し
て
ほ
し
い
と
い
う
町
民
の
声
が

あ
る
。
課
題
を
ど
う
整
理
し
て
い

る
の
か
。

問　
　
短
期
的
な
課
題
と
し
て
は
会

員
獲
得
や
利
用
促
進
が
挙
げ
ら
れ
、

乗
車
環
境
の
改
善
や
制
度
の
周
知

に
努
め
て
い
る
。
運
行
時
間
や
運

行
範
囲
に
つ
い
て
は
、
公
共
交
通

事
業
者
と
の
兼
ね
合
い
も
あ
り
中

長
期
的
な
課
題
と
し
て
取
組
む
。

答� チ
ョ
イ
ソ
コ
り
ゅ
う
お
う
の
利

用
状
況
に
つ
い
て

　
　
電
話
機
と
ス
ピ
ー
カ
ー
の
回

収
率
が
40
％
だ
が
、
回
収
時
間
が

朝
早
か
っ
た
と
い
う
声
も
あ
る
。

問　
　
回
収
コ
ン
テ
ナ
は
前
日
に
配

付
し
、
当
日
８
時
30
分
か
ら
回
収

し
た
。
自
治
会
に
よ
っ
て
は
早
い

時
間
に
な
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

６
月
下
旬
に
２
回
目
の
回
収
が
あ

り
、
回
収
率
向
上
の
た
め
周
知
徹

底
し
た
い
。

答� 有
線
放
送
電
話
設
備
撤
去
事
業

主な質疑応答

▲完成イメージ

飲食店応援事業に使用されるクーポン

見 　 本

※�本社から離れた場所に設置
されるオフィス

▲現状YouTube

町ホームページ

Instagram

竜王町での暮らしの魅力を発信

など

今 定 例 会 で 追 加 提 案 さ れ た 事 業
竜王町版シティプロモーションの実施
　竜王町での暮らしの魅力を多様なツールを活
用して発信する事業。まずは町の若手職員で構
成するワーキンググループでまちの魅力を掘り
起こし、シティプロモーションのターゲットや
コンセプトに関する意見を聴くなどして、ガイ
ドラインを策定する。令和3年度末からガイド
ラインをもとに、自治体PR動画やSNSなどに
よるプロモーションを展開していく。

地方創生テレワーク交付金事業
　鏡地先のアインズ株式会社にある旧単身
赴任寮等を改修し、竜王町で事業展開した
い事業者に「※サテライトオフィス」とし
て貸し出すために、施設の整備または開設
を行うための補助金を交付する。また、当
該施設へ入居する町外企業に対し補助金を
交付する。
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◆今後の計画

総務産業建設常任委員会

日野川河川改修の進捗状況と今後の改修計画について調
査

主な質疑応答
日野川の流下能力はどう変わるのか。問
中流部での流下能力が特に低いため、治水効果を早期に
発現させるため、まずは20年確率（1,360㎥ /s）の断
面確保を行い、その後に50年確率での改修を行う「段
階的な整備」を基本としている。大きな河川を除き県内
の他の同水準河川では10年確率で整備されているので、
日野川は非常に高いレベルで整備が計画されている。

答

◆現在
　20年に１度の大雨（20年確率）を想定し、JR琵琶湖線の下流付近で工事が行われている。

◆日野川河川改修のこれまでの経過

平成２年の台風19号で、下流部での護岸欠損や堤防からの漏水などが発生。
平成６年にかけて河口から約2.8㎞の区間の護岸整備などが実施された。

平成８年、河口から日野町の出雲川合流点までの約25㎞について全体計画を策定。
このうち西横関地先の善光寺川合流点までが事業区間として採択され、河川整備が始まる。

平成22年に策定された河川整備計画では、近江八幡市野村町の大畑橋付近から善光寺川合流
点までの6.6㎞の区間を整備実施区間とし、戦後最大の洪水規模の大雨（50年確率）を想定し
改修することとなった。

平成25年台風18号による被
害、特に平成29年台風21号
では新川周辺で大きな浸水被
害が発生したため、令和元年
度の日野川改修期成同盟会総
会において、整備実施区間の
上流への延伸が全会一致で確
認された。

県は、河川整備計画の変更を
行うため、河道概略検討等を
実施し、今後は、蛇行区間を
含む中流部の河川整備計画の
変更手続に必要な河道予備
設計や環境調査に着手する�
予定。

大きく蛇行している弓削地先付近の中流部

No.196 議会だより
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総務産業建設常任委員会

教育民生常任委員会

総合運動公園整備の進捗状況について

竜王町立認定こども園条例・竜王町国民健康保険診療所条例

調
査
１　進捗状況
　⑴�　総合運動公園ボルダリング施設新築工事設計監理業務（４月22日契約）
　　・契約額　381万7000円（国補助金190万8000円）
　⑵�　総合運動公園レストハウス改修工事設計業務（６月３日契約）
　　・契約額　191万4000円（国補助金95万7000円）
２　整備スケジュール
　⑴　�総合運動公園ボルダリング施設

新築工事
　　・８月入札　９月議会上程
　⑵　�総合運動公園レストハウス改修

工事
　　・令和４年度以降予定

付
託

主な質疑応答
認定こども園では開園時間が長くなる。職員体制や
人員は規則で定めるのか。

問

現在の幼稚園条例や規則には定数の定めはなく、竜
王町職員定数条例で定めている。２園の職員が一つ
に集まることから早出、遅出出勤等の対応は必要と
なるが、現在の職員数で対応できると考えている。

答

⑴　竜王町立認定こども園条例について

令和４年４月１日開園の認定こども園
への移行について、入園される園児と
保護者への周知と理解のもと、円滑に
移行できるよう一層の準備と対応を求
める。

意　　見

多目的室の使用については、町の施設であることから特定の地域に偏ることなく、医療機関の中にあ
ることを十分に考慮し、より効果的な利活用並びに貸館対応を望む。

意　　見

⑵　竜王町国民健康保険診療所条例の一部を改正する条例について

2025年
滋賀国スポの
ボルダリング
開催地だよ

総合運動公園施設整備の箇所（予定）

 
総合運動公園施設整備の箇所（予定） 

ボルダリング施設新設 
ボルダリング
施設新築

レストハウス
改修

令和４年度以降予定

テニスコート
ドラゴンハット

ドラゴンス
ポーツセン

ター
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教育民生常任委員会

地域活性化特別委員会

新型コロナウイルス感染症にかかる対応について

中心核整備（交流・文教ゾーン）の進捗について

調
査

調
査
中心核整備のスケジュールは？※６月15日調査時点

主な質疑応答
町内医療機関で個別接種が始まるが、１瓶で６人分のワクチンが無駄になることはないのか。問
医療機関と調整し、６の倍数で予約受付をしていただき端数がでないようにしている。答

�※７月15日時点の予定であり、変更になる可能性があります。

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

7月 8月 9月 

集団接種 

於：竜王町公民館 

集中接種 

(日曜日） 

於：竜王町公民館 

個別接種 

於：町内医療機関 

 【１クール目】１回目：７/18、２回目８/８      
 【２クール目】１回目：８/22、２回目９/12 

1回目接種日：～９/８(水）まで 

２回目接種日：～９/29(水）まで 

  対象：12歳以上の竜王町住民 

令和４年２月まで実施予定 

新型コロナワクチン接種の実施期間：令和４年２月２８日まで 
接種できなかった方が接種できるよう、接種機会の確保は行っていく予定です。 

竜王町ワクチン接種のスケジュールは？

年度 R２年度 R３年度 R４年度 R５年度 R６年度 R７年度 R８年度 R９年度 R10年度 R11年度 R12年度 R13年度 R14年度 R15年度

ゾーン （2020） （2021） （2022） （2023） （2024） （2025） （2026） （2027） （2028） （2029） （2030） （2031） （2032） （2033）

  新竜王小学校

こども園

学童保育所

給食センター

居住
ゾーン

複合
ゾーン

交流・文教
ゾーン

着工→完成 開校

着工→完成 開園

着工→完成 開所

着工→完成 竣工
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りゅうおう 6

委員会の活動



今回から
各議員のQRコードを
スマートフォンで読み
取ると音声配信が聴け
るよ

近江うし丸

※紙面の都合上、掲載しておりません。
　QRコードから、全ての質問がお聴きいただけます。

問　議会事務局　電話　0748-58-3713

次回の一般質問は
令和3年9月24日㈮予定

議員の質問順は町ホームページでご確認ください。

ペ
ー
ジ

質　問　者 質　　問　　事　　項

8
鎌田勝治議員 ・地域コミュニティの活性化は

貴多正幸議員 ・竜王町職員定数等の考え方は

9
磯部俊男議員 ・�新型コロナワクチン接種に係る対応は

大前セツ子議員 ・AEDの活用推進は

10 中村匡希議員
・鏡山頂上付近の景観整備を
・�町総合運動公園の体系的な利用区分・料金整備を

11
福田優三議員 ・�惣四郎川の護岸改修と雑木撤去等の対策は

森島芳男議員 ・�公共施設等のマネジメントの取組について

12 澤田満夫議員
・�通学路の設定と点検および課題について
・�滋賀竜王工業団地北側の保安林活用検討の進捗に
ついて

13
尾川幸左衞門

議員
・�薬師小口間の歩道整備は
・�耐震計画について

14 橘せつ子議員

・�竜王町コンパクトシティ化構想の住民への説明は
・�新型コロナウイルス感染症拡大対策の拡充は
・�コロナ禍での女性支援対策として生理用品の無償
提供を�※

・�防災対策の指定避難場所のあり方について�※

15 岡山富男議員 ・�新たな定住のための住まい補助の制限は

町政
問ここを う!

６月定例会では11議員が
 17問の一般質問を行いました。
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高
齢
化
と
人
口
減
少

が
ま
す
ま
す
加
速
す
る
今

後
を
考
え
る
と
、
中
長
期

的
に
取
組
ま
ね
ば
な
ら
な

い
各
地
域
の
課
題
の
可
視

化
と
そ
の
対
応
は
急
務
で

あ
る
。
そ
こ
を
踏
ま
え
て

次
の
点
に
つ
い
て
町
の
見

解
を
伺
う
。

①�
各
地
域
の
課
題
を
可
視

化
す
る
具
体
的
な
方�

法
は
。

②�

可
視
化
さ
れ
た
課
題
を

地
域
住
民
と
共
有
す
る

具
体
的
な
方
法
は
。

③�

第
六
次
竜
王
町
総
合
計

画
に
は
、
持
続
可
能
な

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

推
進
の
取
組
内
容
と
し

て
、
新
た
な
組
織
と
そ

問

　
　
①�

自
治
会
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
や
地
域
ヒ
ア
リ
ン
グ

の
結
果
を
基
に
各
地
域
の

課
題
を
整
理
し
可
視
化�

す
る
。

②�

可
視
化
し
た
地
域
ご
と
の

課
題
へ
の
対
応
方
法
を
方

針
（
案
）
と
し
て
ま
と
め
、

庁
内
で
の
意
思
統
一
を
図

る
。
ま
た
、
自
治
会
役
員

経
験
者
や
地
域
で
主
体
的

に
活
動
し
て
い
る
方
々
と

議
論
を
重
ね
各
自
治
会
に

合
わ
せ
た
方
法
で
進
め
る
。

③�

将
来
的
に
、
地
域
自
治
活

動
を
け
ん
引
頂
け
る
方
々

に
新
た
な
自
治
組
織
の
立

ち
上
げ
準
備
や
設
立
に
関

わ
っ
て
頂
き
、
竜
王
町
に

と
っ
て
ふ
さ
わ
し
く
、
持

続
で
き
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
確
立
で
き
る
よ
う
、

町
民
の
理
解
や
参
画
も
得

な
が
ら
、
丁
寧
に
進
め
て

参
り
た
い
。

答�

　
　
竜
王
町
職
員
定
数
条

例
で
は
、
職
員
の
定
数
は

１
５
４
名
と
定
め
ら
れ
て

い
る
が
、
令
和
３
年
４
月

１
日
現
在
の
職
員
数
は

１
４
６
名
、
会
計
年
度
任

用
職
員
数
は
１
３
９
名
と

な
っ
て
い
る
。

　
今
後
の
人
員
計
画
に
つ

い
て
所
見
を
伺
う
。

問

様々な行政サービスを提供する住民課

竜王町職員定数等の考え方は問

答 行政需要や財政状況を勘案しつつ
職員の確保に努める

貴多　正幸�議員

の
年
齢
幅
を
広
く
し
て
社
会

人
経
験
者
の
採
用
や
採
用
試

験
の
回
数
を
増
や
し
て
行
う

な
ど
職
員
数
の
確
保
に
工
夫

を
し
て
い
る
。
会
計
年
度
任

用
職
員
と
正
規
職
員
の
人
数

が
変
わ
ら
な
い
状
態
と
な
っ

て
い
る
が
、
毎
年
、
各
課
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
実
施
す
る
中
で

各
所
管
の
ニ
ー
ズ
を
把
握

し
、
配
置
計
画
を
作
成
し
雇

用
し
て
い
る
。
今
後
も
行
政

需
要
や
財
政
状
況
等
を
勘
案

し
つ
つ
職
員
定
数
の
範
囲
内

で
職
員
確
保
に
努
め
る
。
会

計
年
度
任
用
職
員
に
つ
い
て

も
、
各
年
の
事
務
事
業
量
と

各
課
ニ
ー
ズ
に
鑑
み
な
が
ら

適
正
に
配
置
し
、
行
政
需
要

に
対
応
で
き
る
体
制
づ
く
り

を
行
っ
て
い
く
。

　
　
現
在
は
職
員
定
数
よ
り

８
人
少
な
い
状
況
だ
が
、
行

政
需
要
を
踏
ま
え
た
職
員
の

増
員
を
計
画
し
て
い
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
特
に
専
門
職

の
退
職
に
か
か
る
職
員
採
用

試
験
は
受
験
者
が
少
な
く
、

行
政
需
要
か
ら
す
る
と
職
員

数
は
不
足
し
て
い
る
と
考
え

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
職
員

採
用
に
あ
た
っ
て
は
、
募
集

答�

清流会善光寺川河川愛護活動の様子

の
拠
点
を
検
討
す
る
と

あ
る
が
、
そ
の
具
体
的

な
検
討
内
容
と
そ
の
為

に
先
ず
は
ど
ん
な
仕
込

み
を
行
う
の
か
。

地域コミュニティの活性化は問

答 重点施策プロジェクトとして取組む

鎌田　勝治�議員
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大前　セツ子�議員

磯部　俊男�議員

ワクチン接種の様子

新型コロナワクチン接種に
係る対応は

問

答 町内医療機関の協力を得て迅速に行う
　
　
高
齢
者
の
対
象
者
約

３
５
０
０
人
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
者
数
、
接
種
申
込
み

予
約
状
況
を
伺
う
。

　
ま
た
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

伴
う
副
反
応
は
。

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
対
応
に

係
る
課
題
と
ワ
ク
チ
ン
接

種
率
向
上
対
策
な
ら
び
に

今
後
の
未
接
種
者
へ
の
働

き
か
け
は
。

問

会
場
で
の
重
篤
な
副
反
応
や

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ

ク
は
な
い
。

　
接
種
に
係
る
課
題
は
⑴
計

画
に
基
づ
く
ワ
ク
チ
ン
の
確

保
⑵
予
診
、
接
種
を
担
う
医

療
従
事
者
の
確
保
⑶
接
種
希

望
者
が
接
種
で
き
る
機
会
の

確
保
で
あ
る
。

　
接
種
率
向
上
対
策
は
、
町

内
医
療
機
関
の
協
力
を
得
て

往
診
時
で
の
接
種
や
高
齢
者
、

障
が
い
者
の
居
宅
サ
ー
ビ
ス

事
業
所
へ
の
巡
回
診
療
時
の

接
種
を
お
願
い
し
て
い
る
。

　
接
種
予
約
を
さ
れ
て
い
な

い
高
齢
者
を
対
象
に
勧
奨
の

ハ
ガ
キ
を
送
付
し
、
予
約
率

向
上
に
努
め
て
い
る
。

　
　
６
月
16
日
現
在
、
ク
ー

ポ
ン
発
送
高
齢
者
数
３
５
３�

１
人
。
1
回
目
接
種
２
４
０�

８
人
68
．２
％
。
２
回
目
終

了
１
１
４
６
人
10
．８
％
で

あ
る
。

　
現
在
の
と
こ
ろ
、
公
民
館

答�

AED講習の様子

AEDの活用推進は問

答 町ホームページ等で周知をはかる

　
　
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
平
成
16
年

７
月
よ
り
救
命
現
場
に
居

合
わ
せ
た
方
に
よ
る
使
用

が
認
め
ら
れ
普
及
が
進
ん

で
い
る
。

　
日
本
人
の
死
因
の
一
位

は
悪
性
新
生
物
（
ガ
ン
）、

二
位
は
心
疾
患
で
あ
り
、

そ
の
内
心
臓
突
然
死
の
８

割
は
心
室
細
動
で
あ
り
令

和
元
年
版
防
災
白
書
で
は
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
を
始
め
迅

速
な
救
命
救
急
が
欠
か
せ

な
い
と
あ
る
。

　
現
在
の
竜
王
町
の
Ａ
Ｅ

Ｄ
設
置
場
所
、
設
置
状
況

お
よ
び
町
民
へ
の
周
知
方

法
は
。

問

　
　
平
成
25
年
９
月
に
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
適
正
配
置
に
関
す
る
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
が
厚
生
労
働
省

に
よ
り
公
表
さ
れ
、
国
内
に

お
い
て
普
及
拡
大
が
進
め
ら

れ
て
き
た
。

　
町
内
の
設
置
状
況
は
、
幼

稚
園
、
小
中
学
校
、
公
民
館
、

図
書
館
、
ド
ラ
ゴ
ン
ハ
ッ
ト

な
ど
21
施
設
、
自
治
会
は
７

施
設
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。

民
間
施
設
で
は
全
国
Ａ
Ｅ
Ｄ

マ
ッ
プ
に
よ
る
と
17
ヶ
所
が

登
録
さ
れ
て
い
る
。
公
共
施

設
の
場
所
は
、
今
後
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
周
知
し
、

民
間
施
設
等
は
全
国
Ａ
Ｅ
Ｄ

マ
ッ
プ
へ
の
登
録
を
呼
び
か

け
て
い
く
。

答�
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生い茂った樹木が景観をさえぎる展望台周辺

ボルダリング施設の建設予定地（写真中央）

中村　匡希�議員

　
　
障
が
い
者
の
介
護
者
の

減
免
は
プ
ー
ル
・
採
暖
室
で

設
定
し
て
お
り
、
直
接
水
の

中
に
入
る
た
め
安
心
し
て
利

用
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　
町
外
料
金
設
定
は
施
設
に

よ
り
異
な
る
が
、
大
事
な
の

は
多
く
の
町
民
の
方
に
利
用

頂
き
、
町
外
の
方
に
も
町
の

魅
力
を
発
信
し
、
町
内
外
の

方
が
交
流
で
き
る
施
設
に
ふ

答�

さ
わ
し
い
設
定
で
あ
る
。
長

年
の
経
過
を
踏
ま
え
、
現
状

の
検
証
や
施
設
ご
と
に
利
用

鏡山頂上付近の景観整備を問

答 景観を楽しんで頂けるよう取組む

　
　
鏡
山
頂
上
付
近
は
か

つ
て
町
内
で
も
随
一
の
展

望
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
っ
た
が
、

現
在
は
立
木
に
よ
り
眺
望

は
阻
ま
れ
、
展
望
台
は
老

朽
化
に
よ
り
立
入
禁
止
と

な
っ
て
い
る
。

①�

展
望
台
周
辺
の
景
観
整

備
の
課
題
は
。

②�
景
観
確
保
の
今
後
の
取

組
は
。

③�

老
朽
化
し
た
展
望
台
の

今
後
は
。

問

国
と
の
調
整
が
必
要
で�

あ
る
。
伐
採
自
体
は
可
能

だ
が
立
木
補
償
を
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②�

今
後
は
現
地
踏
査
を
行
い
、

伐
採
の
面
積
や
費
用
の
課

題
整
理
を
進
め
る
。

③�

老
朽
化
し
た
展
望
台
は
頂

上
付
近
の
景
観
整
備
の
目

処
が
立
っ
た
時
点
で
、
修

繕
に
向
け
て
検
討
す
る
。

鏡
山
を
訪
れ
る
方
々
に
安

心
し
て
使
用
し
景
観
が
楽

し
ん
で
頂
け
る
よ
う
、
安

全
に
配
慮
し
な
が
ら
取
組

み
を
進
め
て
い
く
。

　①�

頂
上
付
近
は
国
有
林
か
つ

保
安
林
で
あ
り
、
伐
採
に

答�

町
総
合
運
動
公
園
の
体
系
的
な

利
用
区
分
・
料
金
整
備
を

問答

利
用
者
や
競
技
団
体
の
声
を
も
と
に

必
要
な
協
議
を
行
う

　
　
同
公
園
の
料
金
・
利

用
者
区
分
に
は
ば
ら
つ
き

が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、

障
が
い
者
の
介
護
者
の
減

免
が
あ
る
施
設
と
そ
う
で

な
い
施
設
が
あ
る
。
ま
た

町
外
料
金
の
設
定
が
１
．

５
倍
と
２
倍
の
二
通
り
が

あ
る
。
今
年
度
の
ボ
ル
ダ

リ
ン
グ
施
設
の
新
設
の
条

例
改
正
に
併
せ
、
未
来
志

向
で
整
備
を
す
る
べ
き
だ
。

問

者
や
競
技
団
体
の
ご
意
見
を

頂
き
な
が
ら
、
必
要
な
協
議

を
行
い
た
い
。
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田中地先惣四郎川

福田　優三�議員 答 引続き県に要望していく

　
　
惣
四
郎
川
の
護
岸
の
状

況
に
つ
い
て
は
滋
賀
県
東
近

江
土
木
事
務
所
に
お
い
て
特

に
損
傷
が
著
し
い
箇
所
に
つ

い
て
修
繕
が
行
わ
れ
て
い
る
。

雑
木
が
繁
茂
す
る
箇
所
な
ど

地
域
で
の
対
応
が
困
難
な
場

合
は
県
に
お
い
て
除
去
等
の

対
応
を
し
た
。

　
今
後
に
お
い
て
も
地
元
の

要
望
を
踏
ま
え
、
県
が
惣
四

郎
川
の
現
状
を
把
握
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
り
、
町
と
し

て
も
必
要
な
要
望
を
行
っ
て

い
き
た
い
。

答�
惣四郎川の護岸改修と雑木撤
去等の対策は

問

山之上地先の診療所

森島　芳男�議員

公共施設等のマネジメント
の取組について

問

答 利便性を考慮しつつ、公共施設の適
性管理に努める

　
　
平
成
29
年
３
月
の
竜

王
町
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
に
「
限
ら
れ
た
財

源
の
中
で
、
ど
の
よ
う
に

公
共
施
設
等
を
維
持
管
理

し
続
け
ら
れ
る
か
検
討
を

行
な
っ
て
き
た
。
施
設
の

方
向
性
を
決
定
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
現
状
を
考
慮
し
目
標

値
を
改
訂
し
た
10
年
間
で

延
床
面
積
の
２
％
程
度
縮

減
（
平
成
26
年
度
比
）」

と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
現

在
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て�

伺
う
。

問

点
施
設
等
で
延
床
面
積
の
合

計
１
０
３
８
．
６
９
㎡
の
増

築
を
行
い
、
総
延
床
面
積

６
１
，
６
９
４
．
０
２
㎡
と

増
減
率
約
１
．
27
％
の
増
と

な
り
、
現
時
点
で
は
縮
減
目

標
は
達
成
し
て
い
な
い
。

　
今
後
、
行
政
需
要
に
基
づ

く
施
設
の
整
備
が
進
め
ら
れ
、

保
有
す
る
施
設
は
増
加
す
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。
こ
の

た
め
、
総
合
管
理
計
画
の
見

直
し
と
、
よ
り
一
層
の
計
画

の
進
捗
を
図
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。
施
設
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
々
の

利
便
性
等
へ
の
影
響
を
考
慮

し
つ
つ
、
長
寿
命
化
が
可
能

な
施
設
は
長
寿
命
化
を
施
し
、

公
共
施
設
の
適
正
管
理
に
努

め
る
。

　
　
計
画
策
定
後
、
旧
青
年

団
事
務
所
と
景
観
保
全
施
設

の
合
計
２
６
５
．
５
㎡
が
除

却
し
た
施
設
で
あ
る
。
令
和

２
年
度
末
ま
で
に
、
防
災
拠

答�

　
　
田
中
地
先
の
名
神
高

速
道
路
沿
い
を
流
れ
る
惣

四
郎
川
は
、
河
川
改
修
か

ら
60
年
近
く
経
ち
、
護
岸

の
ブ
ロ
ッ
ク
の
隙
間
か
ら

雑
木
が
生
え
、
場
所
に

よ
っ
て
は
膨
張
し
て
い
る

危
険
箇
所
も
所
々
見
受
け

ら
れ
る
。

　
こ
れ
か
ら
台
風
の
時
期

に
入
り
大
雨
の
折
に
は
水

の
流
れ
が
悪
く
な
り
住
民

に
と
っ
て
は
安
心
し
て
暮

ら
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る

現
状
で
あ
る
が
、
惣
四
郎

川
護
岸
の
現
状
、
ま
た
護

岸
の
雑
木
撤
去
な
ど
に
つ

問

い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
伺
う
。
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滋賀竜王工業団地に隣接する保安林

児童・生徒の通学の風景

通学路の設定と点検および
課題について

問

答 安全対策・教育を教育委員会と
学校の連携で対応する

　
　
小
中
学
校
の
徒
歩
お

よ
び
自
転
車
通
学
路
に
対

す
る
設
定
の
プ
ロ
セ
ス
と

考
え
方
、
点
検
の
実
施
方

法
、
現
在
の
課
題
に
つ
い

て
伺
う
。

問

ザ
ー
等
関
係
者
合
同
で
毎
年

２
回
実
施
し
て
い
る
。

　
課
題
は
、
で
き
る
限
り
安

全
な
経
路
を
認
定
し
て
い
る

が
、
全
て
の
道
路
に
歩
道
や

信
号
等
が
完
備
さ
れ
て
い
な

い
の
が
現
状
で
あ
り
、
又
、

安
全
確
保
に
は
児
童
生
徒
自

身
の
交
通
安
全
意
識
と
行
動

管
理
が
極
め
て
重
要
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
こ
と
に
対
し
、
発
達
段
階

に
応
じ
た
安
全
教
育
に
、
教

育
委
員
会
と
学
校
が
一
層
連

携
強
化
を
図
り
、
対
応
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

澤田　満夫�議員

滋
賀
竜
王
工
業
団
地
北
側
の
保
安

林
活
用
検
討
の
進
捗
に
つ
い
て

問答

研
究
会
を
通
じ
て
県
に
働
き
か
け
を

継
続
す
る

　
　
令
和
元
年
第
４
回
定

例
会
の
一
般
質
問
で
同
工

業
団
地
の
北
側
の
保
安
林

の
活
用
を
促
し
た
が
進�

捗
は
。

問　
　
先
の
一
般
質
問
以
後
、

県
と
滋
賀
県
土
地
開
発
公
社

と
の
間
で
利
活
用
検
討
の
た

め
立
ち
上
げ
た
研
究
会
で
、

保
安
林
解
除
の
場
合
は
学
校

な
ど
教
育
施
設
、
保
安
林
解

除
が
不
要
な
場
合
は
自
然
を

活
か
し
た
案
が
出
た
。
又
、

議
論
の
過
程
で
「
滋
賀
県
庁

県
有
資
産
活
用
の
ひ
ろ
ば
」

に
該
当
地
が
エ
ン
ト
リ
ー
さ

れ
、
複
数
の
民
間
企
業
か
ら

保
安
林
解
除
が
出
来
る
場
合

は
産
業
用
地
、
出
来
な
い
場

合
は
散
策
路
・
キ
ャ
ン
プ
場

等
の
集
客
が
見
込
め
る
施
設

を
整
備
し
複
合
的
な
機
能
を

持
た
せ
た
利
活
用
が
望
ま
し

答�

い
と
の
意
見
を
貰
っ
た
。
今

後
、
研
究
会
で
は
短
期
的
に

は
保
安
林
の
ま
ま
で
、
中
長

期
的
に
は
保
安
林
解
除
の
見

通
し
が
立
つ
公
益
施
設
の
誘

致
や
国
家
的
な
施
策
と
合
致

す
る
施
設
等
の
利
活
用
を
模

索
し
て
い
く
と
し
て
い
る
。

町
と
し
て
は
研
究
会
を
通
じ

て
更
に
県
に
働
き
か
け
を
継

続
し
て
い
く
。

　
　
設
定
に
つ
い
て
は
、
地

区
字
委
員
と
学
校
で
経
路
を

決
定
し
、
更
に
教
育
委
員
会

に
お
い
て
交
通
安
全
・
防

犯
・
防
災
等
の
視
点
か
ら
現

場
確
認
等
を
経
て
適
切
か
判

断
し
認
定
し
て
い
る
。

　
点
検
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
自
治

会
か
ら
の
改
善
要
望
を
基
に
、

警
察
署
や
交
通
ア
ド
バ
イ

答�
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尾川　幸左衞門�議員

薬師小口間の歩道整備は問

答 道路の安全を確保できるよう、
県に働きかけを行っていく

　
　
現
在
、
薬
師
地
区
の

小
学
生
は
、集
落
内
道
路
、

農
道
お
よ
び
町
道
東
西
線

を
経
て
竜
王
小
学
校
に
通

学
し
て
い
る
。令
和
２
年
、

３
年
度
で
県
道
春
日
竜
王

線
の
沖
か
ら
早
溝
ま
で
の

区
間
、
歩
道
拡
幅
の
工
事

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
残

り
の
県
道
春
日
線
小
口
交

差
点
付
近
ま
で
の
歩
道
整

備
が
進
め
ば
、
こ
ち
ら
も

安
全
な
通
学
路
に
な
る
と

考
え
る
が
、
今
後
の
歩
道

整
備
の
計
画
に
つ
い
て�

伺
う
。

問

　
　
薬
師
地
先
の
沖
と
早
溝

の
間
の
歩
道
拡
幅
に
つ
い
て

は
、
地
元
自
治
会
か
ら
要
望

さ
れ
、
町
と
し
て
も
、
滋
賀

県
公
安
委
員
会
、
東
近
江
土

木
事
務
所
等
と
通
学
路
の
合

同
点
検
を
再
三
行
い
、
拡
幅

の
必
要
性
を
訴
え
要
望
を
行

な
っ
て
き
た
。
こ
の
結
果
、

拡
幅
工
事
を
進
め
て
い
た
だ

き
今
年
度
８
月
に
は
完
了
す

る
と
聞
い
て
い
る
。
町
と
し

て
は
、
課
題
は
あ
る
と
認
識

し
て
お
り
、
地
域
と
足
並
み

を
揃
え
な
が
ら
当
該
道
路
の

安
全
を
確
保
で
き
る
よ
う
、

県
に
対
し
働
き
か
け
を
行
っ

て
い
く
。

答�

耐
震
計
画
に
つ
い
て

問答

啓
発
方
法
の
見
直
し
を
行
い
、

耐
震
改
修
が
促
進
で
き
る
よ
う
に
努
め
る

　
　
東
南
海
地
震
は
、
今

後
30
年
以
内
に
18
％
の
確

率
で
発
生
す
る
と
言
わ
れ

て
い
る
。
本
町
で
は
、
竜

王
町
建
築
物
耐
震
改
修
促

進
計
画
を
平
成
28
年
３
月

に
策
定
さ
れ
て
い
る
が
進

捗
状
況
と
見
直
し
に
つ
い

て
伺
う
。

問　
　
本
町
の
現
在
の
耐
震
化

率
は
、
町
が
所
有
す
る
建
築

物
は
、
除
去
予
定
も
含
め�

82
．4
％
で
、
住
宅
が
推
計

63
．7
％
で
あ
る
。
計
画
の

見
直
し
に
つ
い
て
は
、
昨
年

度
に
滋
賀
県
が
修
正
し
、
本

町
に
お
い
て
も
見
直
し
の
タ

イ
ミ
ン
グ
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
ま
た
、
既
存
建
築
物

に
対
す
る
耐
震
補
強
の
進
捗

は
、
は
か
ど
っ
て
い
な
い
状

況
で
あ
り
所
有
者
の
意
識
が

重
要
に
な
る
。
計
画
の
見
直

し
に
お
い
て
は
、
啓
発
方
法

答�

を
含
め
、
今
後
予
想
さ
れ
る

地
震
災
害
に
対
し
て
、
耐
震

診
断
と
そ
の
結
果
に
基
づ
く

耐
震
改
修
が
促
進
で
き
る
よ

う
努
め
る
。

倒壊寸前の家屋（イメージ図）

出典：国土地理院発行2.5万分１地形図

質問歩道整備区間

現在歩道整備区間
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橘　せつ子�議員

竜王町コンパクトシティ化
構想の住民への説明は

問

答 感染症の収束状況を見て検討する
　
　
交
流
・
文
教
ゾ
ー
ン

の
整
備
は
今
年
度
に
竜
王

小
学
校
の
基
本
計
画
、
造

成
工
事
や
道
路
・
上
水
道

等
の
基
本
設
計
を
策
定
す

る
予
定
と
聞
く
。
そ
こ
で

次
の
点
を
伺
う
。

①�

計
画
を
進
め
る
に
当
た

り
、
今
一
度
各
自
治
会

へ
の
説
明
等
、
町
民
へ

の
丁
寧
な
説
明
が
必
要

と
思
う
が
、
町
の
考�

え
は
。

②�

中
期
の
財
政
計
画
は
い

つ
策
定
さ
れ
る
予
定

か
。
財
政
計
画
を
示

し
、
学
童
保
育
所
や
認

定
こ
ど
も
園
、
給
食
セ

問

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
対
策
の
拡
充
は

問答

現
時
点
で
定
期
的
な
検
査
の

実
施
予
定
は
な
い

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
は
変
異
株
も
増

え
、
近
隣
市
町
で
は
学
校

や
施
設
で
ク
ラ
ス
タ
ー
も

発
生
し
て
い
る
と
聞
く
。

竜
王
町
で
も
感
染
予
防
と

し
て
社
会
的
検
査
が
必
要

と
考
え
る
。
次
の
点
を�

伺
う
。

①�

学
校
、
保
育
・
児
童
関

連
施
設
、
障
が
い
者
施

設
や
介
護
施
設
等
で
は

職
員
へ
の
定
期
的
な
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
や
抗
原
検
査

等
が
必
要
と
思
う
が
、

町
の
考
え
は
。

②�

施
設
で
ク
ラ
ス
タ
ー
が

発
生
し
た
時
、
保
健
所

で
の
検
査
対
象
と
な
ら

な
い
場
合
も
、
検
査
を

希
望
す
る
方
は
受
け
る

こ
と
が
出
来
る
よ
う
町

の
支
援
が
必
要
で
は
。

問

　
　
①�

町
内
で
検
査
体
制
を
整
備

す
る
こ
と
は
難
し
く
、
現

時
点
で
定
期
的
な
検
査
を

実
施
す
る
予
定
は
し
て
い

な
い
。

②�

保
健
所
は
感
染
者
の
行
動

歴
等
の
積
極
的
疫
学
調
査

や
接
触
状
況
調
査
等
を
行

答�

い
、
専
門
的
な
基
準
で
対

象
者
を
決
定
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
適
切
な
方
に

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が
実
施
さ
れ

て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ

り
感
染
拡
大
を
一
定
予
防

で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

コンパクトシティ化構想の全体図

PCR検査（イメージ図）

ン
タ
ー
の
建
設
費
用
等

も
明
ら
か
に
す
る
べ
き

で
は
。

　
　
①�

地
元
や
土
地
所
有
者
と
の

調
整
が
整
い
次
第
、
広
報

紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通

じ
て
整
備
イ
メ
ー
ジ
や
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
を
公
表
す

る
予
定
。
自
治
会
等
へ
の

説
明
も
感
染
症
の
収
束
状

況
を
見
つ
つ
、
第
六
次
竜

王
町
総
合
計
画
周
知
の
タ

イ
ミ
ン
グ
等
に
合
わ
せ
検

討
す
る
。

②�
概
算
で
全
体
費
用
の
約

25
％
を
国
県
補
助
金
で
、

そ
の
他
は
起
債

を
活
用
し
、
一

般
財
源
を
約

10
％
に
抑
え
関

係
基
金
を
充
当

し
て
い
く
予
定
。

中
期
の
財
政
計

画
は
今
後
、
施

設
ご
と
の
基
本

計
画
、
基
本
設

計
を
進
め
、
精

査
し
た
う
え
で

策
定
す
る
。

答�

【複合ゾーン】 【交流・文教ゾーン】 【居住ゾーン】

【商業ゾーン】

【行政ゾーン】

○飲食店、カフェ
○特産物販売
○ホームセンター
○民間医療施設
○学習塾
○金融機関
○バスロータリー

スーパー
100円ショップ
ドラッグストア
内科、歯科、整形外科

公民館等

防災
センター

○総合庁舎

○商工会館　等

図書館

○小学校
　（防災機能、コミュニティスペース）
○幼稚園（こども園）
○学童保育所
○給食センター
○公園
○共用駐車場
○コミュニティセンター

○スマートタウン
  （小学校跡地）
・戸建て住宅
・集合住宅

○スマートタウン
  （幼稚園跡地）
・戸建て住宅
・集合住宅

新設道路
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現
在
の
補
助
金
交
付

要
綱
で
は
、
補
助
対
象
者

が
40
歳
未
満
と
年
齢
制
限

が
あ
り
、
例
え
ば
40
歳
以

上
の
方
が
空
き
家
を
購
入

し
リ
フ
ォ
ー
ム
を
し
て
も

補
助
金
の
対
象
に
は
な
ら

な
い
。

　
一
人
で
も
多
く
の
方
が

竜
王
町
に
住
み
た
い
と
思

わ
れ
る
よ
う
に
、
年
齢
制

限
を
撤
廃
し
て
は
ど
う
か

と
考
え
る
が
町
の
考
え
を

伺
う
。

問

新たな定住のための住まい
補助の制限は

問

答 一定の要件において年齢制限を
設けない

姻
・
子
育
て
世
代
に
タ
ー

ゲ
ッ
ト
を
絞
り
、
家
賃
を
含

め
た
「
住
ま
い
」
を
切
り
口

に
し
て
、
転
出
防
止
・
転
入

促
進
を
図
る
た
め
、
以
前
の

新
築
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
を
変

更
し
た
制
度
で
あ
る
。
年
齢

制
限
に
つ
い
て
、
原
則
40
歳

以
上
の
方
は
対
象
に
な
ら
な

い
が
、
40
歳
以
上
で
18
歳
以

下
の
子
ど
も
を
子
育
て
中
の

方
や
、
婚
姻
さ
れ
た
方
は
補

助
の
対
象
と
し
て
い
る
。
今

後
は
さ
ら
に
よ
り
良
い
制
度

と
し
て
い
け
る
よ
う
検
討
し

て
い
き
た
い
。

　
　
若
者
定
住
の
た
め
の
住

ま
い
補
助
金
は
、
若
者
・
婚

答�

岡山　富男�議員

整備が必要な空き家

議会の傍
ぼうちょう

聴に来ませんか？
　議会では、住民生活に密着した重要な問題が審
議されています。簡単な手続きで傍聴することが
できますので、新型コロナウイルス感染症予防対
策に努めていただき、ぜひお越しください。
（介助が必要な方は議会事務局へお声掛けください。）

議員の質問順は町ホームページでご確認ください。

次回の一般質問は
令和3年9月24日㈮

� 午前９時からの予定
入口にて受付票に氏名等を記入いただきます

議会傍聴席（役場庁舎３階）

問　議会事務局　電話　0748-58-3713

議会ではどんな政
策が審議されてい
るの？

自分の選んだ議員
はどんな活動をし
ているの？

新型コロナウイルス感染症対策として…
アルコール消毒液による手指の消毒、検温、
ソーシャルディスタンス確保のため、傍聴席
数を減らしています。
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環境に配慮し、再生紙及び植物油インキを使用しています

表 紙
西
小
３
年
生
議
場
見
学

　
６
月
17
日（
木
）に
竜
王
西
小
学
校

３
年
生
が
竜
王
町
議
会
の
議
場
見
学

に
訪
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
達
は
普
段

入
れ
な
い
場
所
に
興
味
津
々
で
、
議

長
席
や
質
問
席
な
ど
に
座
り
と
て
も

楽
し
そ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。
議
長

が
「
町
民
の
代
表
が
ま
ち
づ
く
り
や

予
算
な
ど
を
決
め
る
大
切
な
場
所

で
す
。」
と
説
明
す
る
と
、
熱
心
に

メ
モ
を
取
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。�

ま
た
、
質
問
席
に
立
ち
「
今
後
の
竜

王
町
は
」
と
訴
え
て
い
る
よ
う
な
姿

に
も
見
え
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
達

の
成
長
が
楽
し
み
に
な
り
ま
し
た
。

大切な仲間とともに
　中学校の部活動といえば、野球、テニス、バ
スケットボールなどを思い浮かべると思いま
す。その中でも、バレーボールといえば当たり
前のようにありました。しかし最近ではどこの
中学校にでも当たり前の様にあるというわけで
はないようです。
　竜王中学校においても同様に男子バレーボー
ル部がありません。スポーツ少年団でバレー
ボールを続けていても中学校に上がり部活が無
く続けられなくなる・・・そんな子どもたちを
救おうとスポーツ少年団のコーチたちが知恵を
出し合い立ち上げてくれたクラブチームが「近
江ガッツ」です。
　現在「近江ガッツ」では、竜王中学校に在籍
している古株響

きょう

さん、川部晃
こうせい

生さん、福田楓
か い

唯
さんを含め、東近江市、彦根市、守山市、野洲
市の中学生が21名で活動を行っています。練習

は東近江市を拠点に週２～３回程度、夜に行っ
ており、週末には県内の高校まで練習試合に出
かけたりすることも。
　高校に進学し、彼らがまたバレーボールを続
け、県の内外を問わず全国で活躍することを期
待したいと思います。

　
夏
も
残
暑
に
差
し
掛
か
り
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
も
終
盤
と
な
り
ま
し
た
。
町
内
で
は
ワ
ク

チ
ン
接
種
が
進
み
、
日
常
を
取
り
戻
す
た
め

の
取
組
み
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
議
会
で

取
り
上
げ
ら
れ
る
議
題
も
新
型
コ
ロ
ナ
対
策

が
中
心
と
な
っ
た
こ
の
一
年
有
半
で
す
が
、

議
員
一
同
そ
れ
に
並
行
し
町
内
各
所
の
課
題

解
決
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
本
年
よ
り
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
を
活
用

し
た
議
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
有
線
放
送
の

ほ
う
が
便
利
だ
っ
た
と
い
う
声
も
聞
き
ま
す
。

ボ
タ
ン
一
つ
で
聞
け
た
時
代
か
ら
、
か
え
っ

て
今
は
情
報
に
た
ど
り
つ
く
ま
で
の
手
間
を

要
す
る
時
代
に
な
っ
た
と
感
じ
ま
す
。
そ
れ

で
も
議
論
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
上
手
く
活
用
し
、
町
民
の
皆
様
に

お
伝
え
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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